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研究成果の概要（和文）： 
明末清初期は中国イスラームが漢文で自らを表現し始める時代である。そのなかで特に異彩を

放つのが劉智（d.1730）の著した『天方性理』である。この書は中国思想、イスラーム思想の

みならず、当時、中国に流入しつつあったイエズス会士の自然学を参照した形跡があり、科学

史的文脈を踏まえずしてその思想を掴めないところにその特異性がある。『天方性理』巻三お

よび巻五を精読することにより、特に人体に関する新たな自然学的知見をもとに劉智が創出し

た中国思想ともイスラーム思想とも異なる独自の思想世界の構造をミクロコスモスと世界認識

の観点から抽出するとともに、この特異な思想を生みだす諸種の背景を考察した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
It is well known that during the end of the Ming Dynasty and the beginning of the Qing 
Dynasty Chinese Muslims abruptly started to express themselves in the form of books 
written in Chinese, the most conspicuous of which was Tianfang Xingli authored by Liu Zhi. 
Its idiosyncrasy consists in the fact that we can find not only elements of Chinese thought 
and Islamic thought but vestiges of new natural sciences flowing into contemporary China 
through the efforts of Jesuits, which make it difficult to understand the kernel of the work 
without cultural contexts history of science should meddle in. Focusing the books III and V 
of Tianfan Xingli, this research program tried to extract Liu Zhi’s original thought world 
differing from those of Chinese and Islamic thought traditions, which was produced, in all 
likelihood, on the basis of some new findings concerns the human bodies, and to pick up 
some kinds of backdrops of his thought world and examine them in some degree. 
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１．研究開始当初の背景 
 第二次世界大戦前の一時期、日本で精力的
に中国ムスリム思想の研究がすすめたこと
があったが、敗戦により短期間のうちに研究
が途絶する。現時点から彼らの中国イスラー
ム思想研究を振り返ると、後に田坂興道の大
著『中国における回教の伝来とその弘通』
（1964）に結実するように基本的に中国ムス
リムの歴史研究であって、中国思想およびイ
スラーム思想の双方の観点から中国ムスリ
ム思想文献の内容を詳細に読み込む思想史
的研究が欠けていた。 
 近年、われわれ日本の研究者が中国ムスリ
ム思想文献を研究対象にするようになった
のは、改革開放の進展著しい中国で回族出身
の思想研究者たちが自らの思想的伝統を研
究対象として研究成果を発表するようにな
ったことが直接の原因である。1987 年に中
国ムスリムの漢文文献の写真版叢書が刊行
され（寧夏小数民族古籍性理出版規劃小組
『回族和中国伊斯蘭教古籍資料彙匯編』）、代
表的な研究書として金宜久『中国伊斯蘭探
秘』（1999）が、さらに劉智『天方性理』の
現代中国語訳が馬宝光・李三勝両氏により刊
行されている（刊行年代不明）。 
 中国の回族出身の研究者たちの研究は、た
とえば中国イスラーム研究の第一人者であ
る金宜久氏は劉智の思想内容に含まれるイ
スラーム的特徴をしばしば指摘するが、一般
的なイスラーム理解の枠内での指摘にとど
まるという憾みがある。その原因は、清初の
中国に伝えられ、劉智が主に依拠したと思し
いペルシア語・アラビア語思想文献への参照
を欠き、同時にまた圧倒的な士大夫の言語文
化としての朱子学的用語体系を劉智が使い
こなしたことへの配慮が欠ける点に求めら
れよう。劉智『天方性理』現代中国語訳も同
様の欠陥を有する。 
 日本同様、ほぼ歴史研究に限定されていた
欧米の研究動向も、近年、明末中国ムスリム
王岱輿『清真大学』の英訳、MURATA Sachiko, 
Chinese Gleams of Sufi Light (2000)が刊行
されるなど、中国イスラーム思想への注目が
集まりつつある。 
 
２．研究の目的 
 中国イスラーム思想研究には従来の中国
思想研究やイスラーム思想研究と異なり大
きな壁がある。中国思想研究のディシプリン
（特に文献のいかに読解するかのディシプ
リン）とイスラーム思想研究のディシプリン
（同じく読解のディシプリン）の間にある差
異あるいはズレをどのように超克するかと
いう問題を解決せずして、中国イスラーム思
想研究がそもそも成り立たないからである。
残念なことに従来の中国イスラーム思想研

究にこの視点が大きく欠落していたことは
否めない。本課題はこの問題に留意しつつ、
また言い換えるなら足がかりとしつつ、中国
イスラーム思想に内在する思想的可能性を
追求することを広義の目的とする。 
 このことを過去のわれわれの研究活動に
即して敷衍しておきたい。本課題の研究グル
ープは 1999 年に文部科学省科学研究費創成
的基礎研究「現代イスラーム世界の動態的研
究」で組織された劉智『天方性理』研究グル
ープを母体とする。このときは、特に『天方
性理』巻一（『天方性理』は全五巻）を対象
に中国思想研究グループとイスラーム思想
研究者グループの二つに分かれ、中国思想研
究者が『天方性理』本文の訳注を作成し、イ
スラーム思想研究者が劉智の参照、翻訳した
ペルシア語やアラビア語文献の同定および
引用箇所を特定し、清末の馬徳新、馬聯元に
よる『天方性理』アラビア語注釈と対照する
ことにより、ペルシア語・アラビア語と漢語
の語彙の対応関係を調査した。しかし、この
試みは必ずしも成功したとは言えない。劉智
による『天方性理』の用語法は通常考えられ
るイスラーム思想の用語法からも、中国思想
文脈から見た場合の通常の漢文からも逸脱
していたからである。 
 科学研究費基盤研究(C)「清朝ムスリム学
者・劉智『天方性理』における中国思想とイ
スラーム神秘主義」（2004 年度～2007 年度）
平成では、『天方性理』のなかで最も朱子学
の語彙と発想が顕著であるとともにイスラ
ーム神秘主義の色が濃い、人間の心を題材と
する巻四と、朱子学の自然学を離れ、イエズ
ス会士の自然学的知識を採り入れた自然学
一般を論じる巻二を対象にし、『天方性理』
のなかで中国思想の用語体系と発想がどの
程度機能しているのかを考察した。この研究
では以前の失敗に鑑み、中国思想研究者とイ
スラーム思想研究者が主従なく、訳注作成に
関わり、中国思想研究とイスラーム思想研究
の異なる二つの立場から入念な検討を加え
た。その結果、『天方性理』巻二では、自然
学的原理がたんに西方のイスラーム思想が
「性」や「理」という漢語で表現されるので
なく、「性」や「理」などが持つ中国思想的
文脈負荷性が利用され、最大限に意味を拡張
しつつ、西方のイスラーム思想と接合してい
ること、また逆に西方イスラーム思想の可塑
性もまた中国思想的文脈により最大限に発
揮されていることが判明した。つまり、『天
方性理』には中国思想的要素とイスラーム思
想的要素が弁別できず、それと特定できない
かたちで融合する側面が少なからずある。そ
こに中国イスラーム独自の、西方イスラーム
世界の思想や中国の伝統的思考法の双方と
異なる思想が立ち現われくる可能性を見出



すことができる。 
 加えて、マテオ・リッチ『乾坤体義』から
の明らかな引用が見られるなど巻二の自然
学にはイエズス会士が中国に持ち込んだ自
然学的知見が散見される。これも西方イスラ
ーム思想や中国伝統思想がそのまま『天方性
理』で表現されない理由の一つとなる。           
巻四に見える「聖人」論では中国伝統思想で
言われる「学至聖人」の考え方が、「聖人」
＝預言者と捉え直される。この際、劉智は中
国思想にもイスラーム思想にも回収されな
い、主体的な「自由」という概念を導入する。
イエズス会士の知見の流入とそれに伴う中
国思想体系の動揺および、中国イスラーム思
想における中国思想と西方イスラーム思想
の相克相即がそこに影響を及ぼしているも
のと思われる。 
 上記、研究グループの研究の道程、そこで
蓄積された研究成果より、『天方性理』中に
含まれる、一見、中国思想的要素、イスラー
ム思想的要素と思われるものも、中国思想研
究者とイスラーム思想研究者双方の視点か
ら綿密に考察することにより、劉智独自の思
想を取りだす必要があることが十分に察知
されよう。このことは『天方性理』をはじめ
とする劉智の著作のみならず、他の中国ムス
リム著作を考察する際にもきわめて重要な
視点を提供しうる。 
 
 本研究課題「清朝中国ムスリム学者『天方
性理』におけるミクロコスモスと世界認識」
はわれわれの研究グループの研究により次
第に浮上してきた広義の目的を有しつつ、本
課題固有の狭義の目的ももつ。これまでの研
究で、全五巻からなる『天方性理』のうち、
巻一、巻二、巻四の精読、訳文作成、訳注・
解説作成を行ってきた。本研究課題では残る
巻三（ミクロコスモスたる人体に関する自然
学的思考）、巻五（ミクロコスモスとマクロ
コスモスの同時把握）を主な研究対象とし、
これまでと同様に訳文作成、訳注・解説作成
を行いつつ緻密な考察を加えることで『天方
性理』の核心に迫ることを目的とする。 
 『天方性理』の構成を簡単にまとめるなら
ば、巻一はマクロコスモス生成論（創造論）、
巻二はマクロコスモス各論（大世界の自然
学）、巻三はミクロコスモス生成論（小世界
の自然学、身体論）、巻四はミクロコスモス
各論（心を中心とした身体論）、巻五は大世
界と小世界の相即を論ずる。一見したところ、
大世界に係る巻一と巻二、小世界に係る巻三
と巻四が対になり、全体を巻五が包摂すると
も考えられるが、この書はそれほど単純な書
物ではない。巻三は巻一および巻二とパラレ
ルで相反する構造を持ち（マクロコスモス／
ミクロコスモス）、かつ巻一、巻二をまとめ
る役割も果たす。巻五は巻四の心論の展開で

あるとともに巻一から巻四までの総括でも
ある（マクロコスモス＝ミクロコスモス）。
つまり、巻三と巻五は二つの異なる意味で
『天方性理』をまとめる役割を果たすのであ
る。 
 この構造を念頭に置くならば、巻三と巻五
を精読することは、これまで検討を重ねてき
た巻一、巻二、巻四を全体の構造から見返し、
これまで公表してきた巻一、巻二、巻四各巻
の訳・注・解釈を点検することができる。こ
れが本研究課題固有の第二の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題の目的を果たすために、劉智
『天方性理』、また広く明末清初の回儒文献
群を取り巻く状況を押さえておく必要があ
る。研究グループの過去の研究成果を踏まえ
て、以下の諸点に留意し本研究課題を遂行し
た。 
 
(a) 回儒文献群の著述、流通を可能にさせた

明清回民社会 
(b) 回儒文献群の直接のソースとなった西方

イスラーム世界のアラビア語・ペルシア語
著作を回民社会に伝達した西方イスラー
ム世界と中国回民社会との関係 

(c) 回儒文献群の直接のソースである西方イ
スラーム世界のアラビア語・ペルシア語著
作の西方イスラーム世界での位置づけ 

(d) 明末清初にイエズス会士が中国に持ち込
んだ自然科学の知見および漢文イエズス
会士文献の流通 

(e) (d)に対する中国思想体系の反応およびそ
れに伴う思想体系の変質。例えば掲暄や游
芸による西洋自然学の朱子学的解釈 

(f) 後の世代の中国ムスリムへの回儒文献群
の影響 

 
 これらの視点を確保しつつ、『天方性理』
を精読することは、この一つの書を読み解く
にとどまらず、回儒文献群が中国社会、回族
社会において何を意味していたのかを探究
する際の礎となろう。(a)から(f)までの視点を
確保するために、本研究課題では中国哲学研
究、科学史研究、回民社会史研究、イスラー
ム哲学研究、イスラーム神秘主義研究の研究
者を揃え、『天方性理』巻三、巻五の精読、
訳文作成、訳注・解説作成に臨んだ。 
 
 各年次の作業行程は以下の通りである。 
 
2008 年度：研究会 4 回、研究合宿（二泊三
日）4 回を実施した。当該年度はミクロコス
モスたる人間の生成を対象とする巻三後半
各図説をそれぞれ精読し、巻三前半も含め総
合的に検討し、訳注および解説の思索を行っ
た。 



 
2009 年度：研究会 5 回、研究合宿（二泊三
日）3 回、訳注編集作業を 1 回行った。この
年度はミクロコスモスたる人間／マクロコ
スモスたる世界の区別を超える地平を論じ
る巻五を精読し、その構造把握に努め、訳
注・解説を試作した。それとともに『天方性
理』およびそれを取り巻く中国イスラームに
関して、研究代表者、研究分担者、連携研究
者が各自研究していたものを堀池信夫編『中
国のイスラーム思想と文化』（勉誠出版）上
で発表した。 
 
2010 年度：研究会 9 回、研究会合宿 3 回（う
ち一泊二日が 2 回、二泊三日が 1 回）、訳注
編集会議 1 回を実施した。当該年度は前年度
に積み残した巻五の図説を精読し、その後、
成果公開に向けて 2008 年度に試作した巻三
の訳・注の手直しに着手した。訳と注に関し
てはほぼ『中国伊斯蘭思想研究』誌上で公表
できるかたちに仕上がった。 
 
2011 年度：研究会 4 回、研究会合宿 5 回（う
ち一泊二日が 3 回、二泊三日が 2 回）を実施
した。『中国伊斯蘭思想研究』第 4 号を編集
し、誌上で訳・注・解説を公開するにあたり、
『天方性理』巻三の前半（「身」を主題とす
る自然学）および後半（「性」を主題とする
自然学）を巻一（マクロコスモスの生成を主
題とする）、巻五と対照させつつ再検討した。 
 
４．研究成果 
「研究の目的」で述べたように、本研究課題
の大きな目的は、劉智『天方性理』を包括す
る視点を有する巻三と巻五をこれまでの研
究成果をもとに精読することで、『天方性理』
の特異性を抽出することであった。研究成果
の一部を利用しながら必要な程度まとめて
おく。 
 『天方性理』では巻三で描かれるミクロコ
スモスが巻一、巻二で描かれるマクロコスモ
スと対照される。このときミクロコスモス
（小世界）はマクロコスモス（大世界）と反
対（「逆」）であると規定されるが、完全に反
対ではないことに通常のミクロコスモス／
マクロコスモスの対比との違いを見出すこ
とができる。結論を述べるならば、このミク
ロコスモス／マクロコスモスのずれゆえに
巻三で『天方性理』は完結せず、最終的な統
合機能を巻五に委ねることになる。ではなぜ
ミクロコスモス／マクロコスモスは完全に
相反関係にならないのか。ここに大きな問題
がある。 
 巻三の大きなソースとしてイブン・アラビ
ーより若干後の時代のアズィーズ・ナサフィ
ー（d. after 1280）によるペルシア語文献
Maqsad-e Aqsa が既に知られるが、それ以外

に鄧玉函（Terrentius, d.1630）『人身説概』、艾儒

略（Aleni, d.1649）『性学粗述』などのイエズス

会士自然学文献（『性学粗述』の一部に霊魂論が

含まれる）を参考にしつつ神経概念（劉智の用

語によれば「筋絡」）を導入する。この神経概念

により、脳が神経による情報伝達を通じて身体

を支配するという構造がはじめて生まれる。劉

智の言によれば、脳は神経を通じて心（心臓）

をも支配する。 
 この脳および神経に該当する機能を果たすも

のはマクロコスモスに存在しない。劉智はここ

にミクロコスモス／マクロコスモス対比のずれ

を見出すのである。このずれは最終的に巻五に

おけるミクロコスモスとマクロコスモスの融合

により解消されるわけだが、それ以外にも劉智

の思想世界ではきわめて大きな意味を持つ。大

世界たるマクロコスモスはいわば機械論的世界

であり、そこに恣意性は存在しないが、ミクロ

コスモスでは、本来ならば心（心臓）が身体を

支配すべきなのに、脳という強力な機能をもっ

た臓器により身体が支配される可能性が生じる。

つまり人間の側にはマクロコスモスに存在しな

い「心に開かれない自由」があることになる。

この構造が劉智の人間観に大きな影響を与えて

いるのである。 
 この構造をもとにした劉智におけるマクロ
コスモスと世界認識の分析は、本研究課題に
より発行された雑誌『中国伊斯蘭思想研究』
所収「訳注 天方性理 巻三その一」で詳細
に解説した。 
 以上、説明したのは本研究課題における成
果の例を挙げておいた。本研究課題の遂行に
より、「訳注 天方性理 巻三その一」以外
に「訳注 天方性理 巻三その二」「訳注 天
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